
強くなった個々は、チームとしてしっかりとつながっていく。
そのチーム力を表して、ロゴマークは進化してゆく。

※進化した新しいロゴマーク。

個々の力・チームの団結力はさらに増し、一体となる。
そしてロゴマークは、揺るぎない信頼と助け合いが表現されたものへ更なる進化を遂げる。

※更に進化した新しいロゴマーク。

全国大会上位進出を果たし、天皇杯出場を目指す中で「何かが足りないキモチ」を知り、
選手たちはそれをカタチにしたロゴマークを胸に闘いに赴く。

いつも強い心で勇気を持つことを、いつもチャレンジャー精神でいることを忘れない為に。
※2012年11月からジャージに使用されたロゴマーク。

電線のドラムをイメージした多重サークルは、
1人のプレイヤーを他の4人がサポートする様を意味し、

流線型を帯びたイメージは選手も含めたスタッフ・社員のキモチを炎に模して表現している。

二つの要素を重ねて、闘うチームの姿をシンボル化
チームのスタイル・強さを表現する

ロゴマークのコンセプト誕生

ロゴマークは生きている進化


